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３
０
０
０
万
署
名
と
春
闘
前
進
を
！

職
場
で
の
議
論
を
活
発
化
さ
せ

　 

１
月
２
２
日
か
ら
通
常
国
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
年
内
に
憲

法
改
正
の
発
議
を
行
い
、
２
０
２
０
年
施
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
狙
い
は
、

憲
法
９
条
を
改
悪
し
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
一
方
で
、

「
働
き
方
改
革
」と
称
し
て
、
労
働
者
の
権
利
を
後
退
さ
せ
る
政
策
を
進
め
て
い
ま

す
。 

２
０
１
８
年
春
闘
は
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
３
０
０
０
万
署
名
を
進
め
、
真

の
働
き
方
改
革
と
大
幅
賃
上
げ
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

「
幸
せ
な
家
族
は
ど
れ
も
み

な
同
じ
よ
う
に
み
え
る
が
、

不
幸
な
家
族
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
不
幸
の
形
が
あ
る
」
。

あ
ま
り
に
も
有
名
な
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
ア

ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
」
の
冒
頭
部
分
の
訳
。

文
豪
ゆ
え
に
ひ
れ
伏
す
の
か
。
し
か
し
、

違
和
感
あ
り
。
二
つ
▲
そ
れ
ぞ
れ
の
幸

せ
に
文
句
を
言
う
つ
も
り
な
ど
な
く
、

ど
ん
な
形
に
し
ろ
口
を
挟
む
余
地
は
な

い
の
だ
ろ
う
が
、
だ
か
ら
こ
そ
そ
こ
に
は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
形
」
が
あ
り
は
し
な
い

か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
「
幸
せ
」
への

努
力
の
形
が
あ
る
に
違
い
な
い
▲
二
つ

目
。
不
幸
に
こ
そ
「
同
じ
様
相
」
が
あ

り
は
し
な
い
か
？
失
業
、
病
気
、
家
庭

の
崩
壊
。
あ
る
い
は
、
そ
の
同
時
進
行
。

特
に
今
は
、
「
非
正
規
」
問
題
。
あ
ま

り
に
も
「
不
幸
の
形
」
が
似
通
っ
て
い
る

▲
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
金
の
切
れ
目

が
、
幸
せ
の
切
れ
目
。
即
、
不
幸
の
始

ま
り
。
幸
不
幸
は
、
金
銭
の
多
寡
に
寄

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
真
実
な
ら
、
そ

れ
に
よ
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
真
実
。

今
の
世
の
中
、
不
幸
の
戸
口
は
ど
こ
に

も
こ
ろ
が
っ
て
い
る
▲
政
治
と
は
何
か
？

人
々
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
。
少
な
く
と

も
、
不
幸
せ
に
し
な
い
こ
と
。
政
策
と

は
何
か
？
人
々
を
不
幸
か
ら
救
う
方
法

論
。
人
々
の
顔
に
笑
顔
を
も
た
ら
す
こ

と
。
私
に
金
と
権
限
さ
え
あ
れ
ば
、
難

し
い
計
算
式
抜
き
に
「
幸
せ
の
政
策
全

集
」
を
書
き
綴
る
▲
そ
ん
な
当
た
り
前

で
単
純
な
こ
と
が
、
政
治
で
は
な
い
か
。

心
の
イ
ロ
ハ
か
ら
政
治
を
語
ろ
う

（田
）　

【２月】

11 日　2 ・11集会

　　　　　(10 時、 人権啓発ｾﾝﾀｰ)

12 日　革新懇 ・ 学習協講演会

　　(13時15分、 自由民権記念館)

15 日　県労連第9回執行委員会

　　　　(18時30分、県教組会議室)

16日　原水協総会

　　　　(18時30分、県教組会議室)

18日　県労連第32回中央委員会

　  　 　　 (10時、 高知城ﾎｰﾙ2階)

19 日　憲法キャラバン(～ 23 日)

　  　  戦争法廃止 19 日行動

　  　　  　 (18 時、 中央公園北口)

23日　須崎労連春闘学習会

　    (18 時30分、 高岡教育会館)

25 日　郵政ﾕﾆｵﾝ未来講座

　(13 時、 高知市保健福祉ｾﾝﾀｰ)

27 日 いの健ｾﾝﾀｰ総会

　 　　(18時30分、高知城ﾎｰﾙ2階)

28日 ﾃﾞｨｰｾﾝﾄﾜｰｸ宣伝

　  　 (17時30分、 ひろめ市場前)

【３月】

01 日　県労連4役会議

　     　第 10 回(拡大)執行委員会

　     (18時30分、 県教組会議室)

05 日　四国総行動(高松)

06 日　県立大雇止め裁判 ・ 判決

10日　「無期転換ﾙｰﾙ」 市民講座

　　   　　     　    (13時30分、ｿｰﾚ)

13日　3 ・13重税反対統一行動

15日　春闘早朝宣伝

　　    (7時50分、 県庁前交差点)

９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
意
味

　 

安
倍
首
相
は「
憲
法
９
条
に
自
衛
隊

を
書
き
込
む
だ
け
で
何
も
変
わ
ら
な
い
」

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
き
な

間
違
い
で
す
。
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を

明
記
す
れ
ば
、
戦
力
不
保
持
を
定
め

た
９
条
２
項
が
死
文
化
し
、
自
衛
隊
が

日
本
の
軍
隊
と
な
り
、
海
外
で
の
無
制

限
の
武
力
行
使
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

　 

日
本
国
憲
法
の
施
行
か
ら
７
０
年
間

「
戦
争
放
棄
」
を
掲
げ
て
国
際
的
な
信

頼
を
得
て
き
た
日
本
が
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
戦
争
す
る

国
に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。 

そ
し

て
、
そ
れ
は
日
本
が
テ
ロ
の
対
象
に
な

る
こ
と
も
意
味
し
て
い
ま
す
。

北
朝
鮮
問
題
こ
そ
憲
法
９
条
が
必
要

　 

北
朝
鮮
の
問
題
も
、
国
民
に
不
安

を
与
え
て
い
ま
す
。
北
朝
鮮
と
ア
メ
リ

カ
の
指
導
者
は
挑
発
合
戦
を
繰
り
広

げ
て
お
り
、 

安
倍
総
理
は
そ
れ
を
煽
る

か
の
よ
う
に
、
対
話
は
無
意
味
だ
と
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。

　 

し
か
し
、
も
し
ア
メ
リ
カ
と
北
朝
鮮

が
武
力
衝
突
す
れ
ば
、
１
番
の
標
的

と
な
る
の
は
ア
メ
リ
カ
と
北
朝
鮮
の
間

に
横
た
わ
る
日
本
で
す
。
安
倍
首
相
に

は
挑
発
で
は
な
く
、
何
と
し
て
も
戦
争

を
避
け
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
は
安
保
理
の
経
済
制
裁

を
進
め
な
が
ら
、
対
話
を
模
索
す
る

以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
日

本
国
憲
法
９
条
と
い
う
「
平
和
的
手

段
」
を
使
い
、
日
本
が
平
和
外
交
の

先
頭
に
立
っ
て
ア
メ
リ
カ
を
リ
ー
ド
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施

　 

県
労
連
は
、
革
新
懇
と
共
同
し
、

３
０
０
０
万
署
名
の
取
り
組
み
を
中
心

に
訴
え
る
「
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
す
で
に
高
知
市
内

を
中
心
に
流
し
宣
伝
と
辻
立
ち
宣
伝

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
月
２
１
日
に
は

南
国
方
面
、
２
２
日
須
崎
方
面
、
２

３
日
嶺
北
方
面
で
宣
伝
行
動
を
行
い
、

地
域
へも
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
活
用
を

　 

憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
作
る
「
改

憲
さ
せ
な
い
３
０
０
０
万
人
署
名
こ
う

ち
総
行
動
」
は
、
チ
ラ
シ
と
ポ
ス
タ
ー

を
作
製
し
、
３
０
０
０
万
人
署
名
の
取

り
組
み
を
大
き
く
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
チ
ラ
シ
に
は
、
安
倍
政
権
が
狙

う
憲
法
改
正
の
中
味
や
そ
の
危
険
性

を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
掲
載
し
て
お
り
、

組
織
内
や
地
域
で
活
用
で
き
ま
す
。

　 

ま
た
、
県
労
連
で
は
憲
法
共
同
セ
ン

タ
ー
が
作
成
し
た
学
習
資
料
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

執
行
委
員
会
で
視
聴
し
、
各
組
織
で
の

活
用
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
１
９
分
と

短
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
す
の
で
、
各
産
別
・
単
組

の
執
行
委
員
会
な
ど
で
視
聴
し
、
憲
法

改
正
の
危
険
性
と
３
０
０
０
万
署
名
への

取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
す
る
材
料
に
し

て
く
だ
さ
い
。
（県
労
連
に
あ
り
ま
す
）
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「働き方改革」で狙われる労働法制の改悪
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

　 

政
府
は
、
労
働
時
間
の
上
限
規
制
を
作
る
と
言
っ
て
は
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
名
ば
か
り
で
、
特
例
で
過
労
死
ラ
イ
ン
を
容
認
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
時
間
労
働
が
横
行
し
て
い
る
運
輸
業
、
建
設
業
、

医
師
な
ど
は
人
手
不
足
を
理
由
に
、
５
年
間
の
施
行
延
期
と
す
る
な

ど
、
抜
け
穴
だ
ら
け
の
上
限
規
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　 

１
月
２
２
日
に
召
集
さ
れ
た
通
常
国
会
で
は
、
労
働
基
準
を
大

き
く
後
退
さ
せ
る
法
案
が「
働
き
方
改
革
」の
名
の
下
に
提
出
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
重
要
な
法
案
８
本
を
「
働
き
方
改
革

関
連
法
案
」
と
し
て
一
括
で
の
強
行
採
決
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」

            

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

　 

政
府
は
、「
労
働
時
間
と
成
果
を
切

り
離
す
」や「
成
果
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ

る
社
会
」
と
し
て
、
高
収
入
の
専
門
職

に
つ
い
て
は
、
時
間
外
労
働
に
つ
い
て「
残

業
代
が
必
要
な
い
」高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
（以
下
、
高
プ
ロ
）
の
成
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　 

日
本
政
府
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
年

収
１
０
７
５
万
円
以
上
の
高
所
得
者
が

高
プ
ロ
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
財
界

（経
団
連
）
は
年
収
４
０
０
万
円
ま
で
の

適
用
を
求
め
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
例

を
見
れ
ば
、
法
案
が
通
っ
て
し
ま
え

ば
、
そ
の
要
件
を
徐
々
に
切
り
下
げ
て

い
く
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

非
正
規
・
最
低
賃
金
で
も
対
象
！
危
険
な
裁
量
労
働
制
の
拡
大

狙われる裁量労働制の拡大

１． 専門業務型 （労基法３８条の３）

　　新商品の研究開発、 情報システムの分析 ・ 設計

　　など１９業務　※労働者の割合１． ２％

２． 企画業務型 （労基法３８条の４）

　　企画の中枢部門で企画、 立案、 調査、 分析の

　　業務　※労働者の割合０． ３％

３． 提案営業型 （導入をねらう）

　　顧客の要望にあわせて商品 ・ サービスを提供す

　　る業務　※適用労働者の拡大を狙う

※政府は、２月６日の閣議で、裁量労働制について「契

約社員や最低賃金で働く労働者にも適用が可能だ」 と

する答弁書を決定しています。 収入の上限規制もない

裁量労働制の拡大は非常に危険です。

格
差
容
認
の
均
等
待
遇

　 

政
府
は
、
均
等
待
遇
の
実
現
と
言
い

な
が
ら
、
国
会
に
出
さ
れ
る
労
働
契
約

法
や
パ
ー
ト
労
働
法
の
改
正
法
案
に
は
、

事
実
上
格
差
を
容
認
す
る
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
左
表
の
考
慮
要
素

で
「
均
等
・
均
衡
待
遇
」
か
を
判
断
し

①「職務内容（業務内容と責任の程度）」
②「職務内容・配置の変更範囲」（将来の昇
進・割合や転勤の可能性）
③「その他の事情」（現在は詳細解釈なし。
法改正で「成果」「能力」等を加える）

ま
す
が
、

②
に

よ
っ
て
格
差
が
正

当
化
さ
れ
て
し
ま

し
ま
す
。

　 

ま
た
、
パ
ー
ト

労
働
者
に
均
等
待

遇
が
保
障
さ
れ
る

に
は
①
か
ら
③
す

べ
て
が
正
社
員
と

同
等
で
あ
る
必
要

が
あ
り
、
要
件
を

満
た
す
労
働
者
は

ほ
ぼ
い
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
悪
用

　 

安
倍
政
権
の
改
正
法
案
の
中
身
は
、

従
来
の
「
格
差
容
認
の
規
定
」
を
ベ
ー

ス
に
、
人
事
評
価
の
結
果
な
ど
の
要
素

を
加
え
、
パ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
有
期

雇
用
労
働
者
や
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て

も
法
を
整
備
す
る
も
の
で
、
聞
こ
え
の

良
い「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を
看
板

に
し
て
、
そ
の
裏
で
格
差
の
固
定
化
を

狙
っ
て
い
ま
す
。
格
差
解
消
を
口
実
に

し
た
正
社
員
の
賃
下
げ
も
画
策
さ
れ
て

お
り
、
労
働
法
制
の
改
悪
を
許
さ
な
い

大
き
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

現行法 新制度
×

（２４時間もＯＫ）
×

（残業代ゼロ）
６時間超の労働は４５分。
８時間超は１時間

④休日 週１日または４週４日 ×

⑤３６協定
時間外や休日労働は労
使協定必要

×

①労働時間

②割増賃金
時間外、休日、深夜労働
は割増

③休憩

１日８時間、週４０時間

×



(3)２０１８年２月１０日　　　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　ＮＯ．２０６

　

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
市
民
講
座
を
開
催

労
働
組
合
に
入
っ
て
無
期
転
換
に
！

 

　
２
０
１
７
年
の
労
働
相
談
を
ま
と

め
ま
し
た
。
昨
年
は
、
県
労
連
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
に
、
２
２
１
件
の

（相
談
者
１
８
６
人
か
ら
の
複
数
）

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
近
年
、

相
談
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
全
労
連
２
０
１
７
年
全
国
集

計
で
は
、
前
年
比
で
、
４
，
３
４
０

人
の
減
少
で
す
。

　
県
労
連
は
、
前
年
比
で
２
１
人
減

で
し
た
が
、
こ
の
１
年
間
、
長
時
間

労
働
や
残
業
代
の
不
払
い
、
過
労

死
・
過
労
自
殺
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
メ
ン
タ

ル
ヘル
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
問
題
を
見
聞

き
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

抱
え
る
相
談
者
と
直
に
向
き
合
う

な
か
で
労
働
者
の
働
き
方
の
深
刻

な
状
態
は
決
し
て
改
善
し
て
い
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

あ
き
ら
め
な
い
で
、
安
心
し
て
、
気

　 

県
労
連
は
、
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
に
つ
い
て
の
市

民
講
座
を
３
月
１
０
日
に
開
催
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
認
知
度
の
低
い
制
度
を
広
く
市

民
に
知
ら
せ
、「
組
合
に
入
っ
て
無
期
転
換
を
」
を
広
く
呼
び
か
け
ま
す
。

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
通
信
２
月
号

軽
に
相
談
を
寄
せ
て
の
活
動
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

 

　
県
労
連
は
、
毎
月
１
回
高
知
市
中
心

街
で
デ
イ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
デ
ー
・
宣

伝
行
動
を
実
施
し
、
人
間
ら
し
い
働
き

方
や
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
な

ど
を
訴
え
な
が
ら
労
働
相
談
活
動
も

知
ら
せ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
労

連
カ
ー
を
ほ
ぼ
、
毎
週
１
回
運
行
し
、

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
を
知
ら
せ
る
街
宣

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権

は
、
今
の
国
会
で
働
き
方
改
革
の
名
の

も
と
に
さ
ら
な
る
労
働
法
制
の
改
悪
を

狙
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
働
き
を
合
法
化

す
る
高
度
プ
ロ
フ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
や
裁

量
労
働
制
導
入
の
拡
大
、
過
労
死
・過

労
自
殺
に
つ
な
が
る
１
カ
月
１
０
０
時
間

も
の
残
業

（上
限
）
を
可
能
に
す
る
な

ど
の
と
ん
で
も
な
い
労
働
法
制
の
改
悪

を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年

４
月
か
ら
、
同
じ
事
業
所
で
５
年
以

上
働
い
て
き
た
有
期
雇
用
の
労
働
者

が
申
し
込
め
ば
期
間
の
定
め
の
な
い
、

い
わ
ゆ
る
無
期
雇
用
に
転
換
出
来
る

制
度
（労
働
契
約
法
１
８
条
）
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
全
国
各
地
の
職
場
で
、

同
法
の
実
施
前
に
雇
い
止
め
を
す
る

な
ど
の
脱
法
行
為
も
横
行
し
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
対
象
労
働
者
の
無
期

雇
用
への
転
換
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　 

県
労
連
は
、
１
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
毎
日
、
Ｆ
Ｍ
高
知
ラ
ジ
オ
で
、
無

期
雇
用
への
転
換
制
度
を
知
ら
せ
る

と
と
も
に
相
談
を
促
し
て
い
ま
す
。

３
月
初
旬
に
は
、
無
期
雇
用
への
転

換
を
テ
ー
マ
に
し
て
全
国
一
斉
「
何

で
も
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
開

設
し
ま
す
。

　 

県
労
連
と
し
て
も
力
を
入
れ
て
い
る

無
期
転
換
ル
ー
ル
で
す
が
、
全
国
的
に

も
制
度
の
周
知
は
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら

す
、
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
への
解
雇
相

談
の
中
、
よ
く
よ
く
話
を
聞
い
て
い
け

ば
、
無
期
転
換
に
当
て
は
ま
る
労
働
者

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
付
け
て
雇

止
め
や
解
雇
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　 

皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
知
り
合
い
の
中

に
も
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
当
て
は
ま
る

方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
市

民
講
座
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　 

ま
た
、
職
場
で
は
、
無
期
転
換
に
当

て
は
ま
る
労
働
者
が
何
人
い
る
の
か
、
そ

の
雇
用
は
ど
う
な
る
の
か
も
把
握
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
労
働
者
が
組
合
に
未
加

入
で
あ
れ
ば
、「
組
合
に
入
っ
て
無
期
転

換
に
切
り
替
え
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
不
安
定
雇

用
か
ら
抜

け
出
し
、

安
心
し
て

働
け
る
状

況
か
ら
労

働
条
件
の

引
き
上
げ

を
企
業
に

求
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ラジオＣＭを実施中

　県労連は労働相談センターと無

期転換ルールの周知のため、 Ｆ

Ｍ高知のラジオＣＭを行っていま

す！県労連ＨＰをご覧ください。



(4）２０１８年２月１０日　　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　 　　ＮＯ．２０６

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル
）締

め
切
り
は
３
月
７
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
０
５
号
の
答
え
は
「
ク
リ
キ

ン
ト
ン
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

小
野
川　

恵
利
さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

北
村　

耕
助　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

山
崎　

悦
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①漢字で綴っ

た詩　③虎に

乗り走ること。

○○の勢い　

⑤薬の働き。

――酒　⑦通

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字

を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で

し
ょ
う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
熱
を
加
え

る
。
―
―
殺
菌
　
②
♪
運
転
手

は
君
だ
、
―
―
は
僕
だ
　
③
大

木
　
④
○
○
乙
つ
け
が
た
い
　
⑥
○

○
主
、
○
○
臨
　
⑧
江
戸
時
代
に

盛
ん
に
描
か
れ
た
風
俗
画
　
⑪

―
―
暗
鬼
　
⑫
力
士
が
○
○
を
踏

む
　
⑬
○
○
石
鹸
、
○
○
雪

知表　⑨貢献。 福

祉の発展に○○　

⑩他言せぬよう○

○をさす　⑫論より

――　⑭○○を大

にして訴える　⑮九

は英語で

川
柳
コ
ー
ナ
ー

流
出
で
今
夜
は
な
か
な
か
ネ
ム
れ
な
い

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

○人手不足ってよく聞きますが、 最近自分自身実感するように

なりました。賃上げなどの労働環境の改善をしていかないと人が

集まらないのでは？自治労連 （Ｔ・Ｋ）

２０１７年の振り返り記事を見ながら、自分も振り返っていました。

自治労連 （Ｙ ・ Ｙ）

○毎号興味を持って読ませてもらってます。組合員にとって、す

ばらしい一年になりますように。 自治労連 （Ｋ ・Ｋ）

○ 「２０１７年を振り返る」 県労連が労働者と伴に歩んだ記録で

すね。心強いです。軍備にいくら金をかけても、焼け野原を増

やす結果につながるように思います。 世界のどこが戦場になる

のも嫌です。 「対話」 で解決する姿勢が増えますように。” 「思

いやり」 止めて国民を思いやれ” 自治労連 （Ｅ ・Ｙ）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

晋
三
の
顔
が
正
恩
と
重
な
る
今

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

居
酒
屋
の
横
に
憲
兵
が
座
っ
て
い
る

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

沢
山
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

【日程】　２０１８年２月１８日 （日） １０時～１６時

【場所】　高知城ホール２階
【議案】　１号議案　春闘方針 （案）

　　　  　 ２号議案　２０１７年度中間決算 （案）

             ３号議案　県労連規約改正 （案）

県労連第３２回中央委員会

※当日は、 高知龍馬マラソンが開催されるため、 電車通りで

の交通規制がありますので、参加者については規制時間につ

いて注意してください。

９
条
を
タ
ダ
で
吸
っ
て
た
あ
の
日

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

○２０１７年は、 政治に衆議院選に北朝鮮問題に ・ ・ ・ と、 ハ

ラハラする事が多い年でした。 今年は、 安心できる年になれば

いいですね。 自治労連 （Ｅ ・ Ｏ）

○周りがインフルエンザＢ型にかなりの人数がかかっており、 次

は自分の番かなと思っております。 自治労連 （Ｔ ・ Ｈ）

○高校生への出前授業、主人の学校がお世話になりました。い

い取り組みですね。 高教組 （Ｔ ・ Ｆ）

【日程】　２０１８年２月２７日 （火） １８時半～

【場所】　高知城ホール２階
【講演】　「安全衛生委員会」とは

【講師】　岡田　崇顧（高知医療生協病院医師・いの健理事長）

いの健センター2017年度総会

※講演終了後、 いの健ｾﾝﾀｰ総会を行います。


